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1.2024 年度日本語教育機関調査結果 

 

（注） 2024 年度日本語教育機関調査は、2024 年 9 月～12 月に国際交流基金（JF）が実施した調査です。また、

調査対象となった機関の中から、回答のあった機関の結果を取りまとめたものです。そのため、当ページの文中

の数値とは異なる場合があります。 

「海外日本語教育機関調査」のページへ 

 

2.日本語教育の実施状況  

全体的状況  

沿革 

 アルメニア高等教育における本格的な日本語教育は、1992 年私立エレバン人文大学での日本語専攻の開設に

より始まった。その後、2009 年にロシア･アルメニア大学が、2010 年にエレバン国立言語大学が、2014 年にエ

レバン国立大学が日本語教育を開始した。エレバン国立言語大学は 2017 年に日本語講座を閉講したが、2018 年

にブリューソフ国立大学に改称後、2021 年に日本語教育を再開し、2024 年には専攻過程を設置した。現在アル

メニアで日本語教育を行っている高等教育機関は３校となっており、ロシア・アルメニア大学とブリューソフ国

立大学は第一外国語として、エレバン国立大学は第二外国語として日本語を教えている。また、2015 年には、ロ

シア･アルメニア大学が JF の「さくらネットワーク」機関として認定され、アルメニアにおける日本語教育の推

進において中心的な役割を担っている。  

 その他、2009 年に設立されたアルメニア・日本科学教育文化センター「ヒカリ」や、2014 年に設立されたア

機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数

0 0 0 0 0 0 3 10 99 4 12 140 7 22 239

初等教育 中等教育 高等教育 学校教育以外 全体の合計

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/armenia/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/zaigai/list/europe/almenia.html
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/index.html
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ルメニア・日本教育・文化交流センター「いろは」といった学校教育以外の機関も、アルメニアにおける日本語

教育の普及・促進において重要な役割を果たしている。 

 

背景 

 当地は欧米を中心としたアルメニア人ディアスポラとの関わりが深いことから，欧米の文化・言語が比較的浸

透している一方で、日本については地理的に遠いこともあり、日本語教育の歴史は浅く、学習者も欧米諸国語と

比較すると少数である。そのような中でも、最近ではアニメやドラマなどの影響で、日本語に関心を持つ若者が

増えている。  

 

特徴 

 日本語教育はアルメニアの日本語教師の熱心な活動により、また、2015 年の日本大使館の開設等の影響もあ

って、着実な発展を遂げており、教育機関数、教師数、学習者数ともに増加傾向にある。また、日本人教師の数

は限定的であるが、高等教育機関と日本の大学との交流の活性化等により、教育の質の向上を図っている。  

 

最新動向  

 JF プログラムによるアルメニア人日本語教師の訪日研修等が行われているが、日本人日本語教師の不足、アル

メニア人教師の日本語能力の向上といった従来からの問題については、未だ改善の余地がある。他方、近年特に

高等教育における日本語教育への関心が高まっていること及び学校教育以外の日本語教育機関が増えてきてい

ることから、日本語学習者は増加傾向にある。 

 アルメニアでは毎年日本語弁論大会が開催されているが、2015 年からは在アルメニア日本国大使館より大使

杯が授与されている。また、2016 年 12 月に開始された日本語能力試験は、新型コロナウイルス感染拡大の影響

により実施が困難であった 2020 年を除き、エレバンにおいて毎年 12 月に開催されている。  

 

教育段階別の状況  

初等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。  

 

中等教育 

 ロシア･アルメニア大学の付属リツェイで 2014 年 9 月より日本語講座が開講された。また、ギュムリ市のシラ

ク大学付属高等学校においても、2015 年 10 月より日本語講座が開講され、2016 年 4 月からはシラク大学へ移

行する形で継続されたが、両校とも財政事情等により 2017 年に閉講となった。  

 

高等教育 

 現在日本語教育を行っている高等教育機関は、ロシア･アルメニア大学（アルメニア人教師 4 名、日本語学習

者３１名）、ブリューソフ国立大学（アルメニア人講師 2 名、日本語学習者 25 名）、エレバン国立大学（アルメ

ニア人教師 1 名、日本語学習者２５名）の３校である。ロシア･アルメニア大学は、筑波大学、山形大学、京都大

学及び神戸大学と学生交換協力協定を有しており、大学間交流の促進が図られている。 

 留学に関しては、文科省の国費外国人留学生プログラムを利用して留学するケースがほとんどである。  
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学校教育以外 

 2009 年に設立されたアルメニア・日本科学教育文化センター「ヒカリ」（アルメニア人教師 1 名、日本語学習

者１5 名）、2014 年に設立されたアルメニア・日本教育・文化交流センター「いろは」（アルメニア人教師 3 名、

日本人教師 2 名、日本語学習者 65 名）に加え、2018 年に設立された「クール・ランゲージ」センター（アルメ

ニア人教師１名、日本語学習者 30 名）が日本語講座を開講するとともに、日本文化紹介などの活動を行ってい

るほか、2024 年より新たに「マンダリン・スクール」でも日本語講座が開設された。（アルメニア人教師 1 名、

日本語学習者 5 名） 

 

3.教育制度と外国語教育  

教育制度 

教育制度 

 初等・中等教育は 4-5-3 制である。 

 アルメニアにおける教育の基準としては，旧ソ連時代からの 10 年制学校教育制度が維持されていたが、2001

年に 11 年制に、さらに 2006 年には 12 年制に移行となった。12 学年のうち、第 1～4 学年が初等教育、第 5～

9 学年が前期中等教育、第 10～12 学年が後期中等教育にあたる。第 10～12 学年は高等教育を希望する者が進学

する。義務教育課程は第 1 学年から第 9 学年までの 9 年間であったが，2017 年以降は第 1 学年から 12 学年ま

での 12 年間となった。 

 高等教育については、多くの高等教育機関では旧ソ連の高等教育システムと同じく 5 年制の大学教育課程を設

けている。しかし、最近では 4 年間の学部教育課程、さらに 2 年間の高等専門教育課程を備えた 6 年制への移行

が進みつつある。 

  

教育行政 

 初等、中等、高等教育機関のほとんどが教育・科学・文化・スポーツ省の管轄下にある。 

  

言語事情  

 公用語はアルメニア語である。年配者の間ではロシア語も幅広く通じるが、若年層では英語を理解する者が増

えている。 

  

外国語教育  

 外国語教育は初等教育において開始される。第 2 学年よりロシア語（必修）教育が開始され、第 3 学年及び第

5 学年で、さらに 1 言語ずつ学習するが，英語が大部分で、そのほかにドイツ語、フランス語などがある。高等

教育での外国語教育は専攻・教育機関により異なり、統一された基準等はない。  

 

外国語の中での日本語の人気 

 英語・フランス語・ドイツ語など欧米の言語に人気があり、アジア圏の言語としては中国語の学習者数が最も
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多いが、日本語や韓国語を専攻する学生も増えてきている。 

  

大学入試での日本語の扱い 

 大学入試で日本語は扱われていない。  

 

4.学習環境  

教材  

初等教育 

日本語教育の実施は確認されていない。 

 

中等教育 

日本語教育の実施は確認されていない。 

 

高等教育 

⚫ 『みんなの日本語』シリーズ（スリーエーネットワーク） 

⚫ 『大学の日本語 初級 ともだち』（東京外国語大学） 

⚫ 『BASIC KANJI BOOK VOL1、2』加納千恵子、清水百合、谷部弘子、石井恵理子（凡人社） 

⚫ 『中級における和露・露和通訳』M.A.ミーシナ（モスクワ、トリヴォーラ出版） 

⚫ 『漢字マスター』シリーズ アークアカデミー（三修社） 

⚫ 『文法スピードマスター』シリーズ（J リサーチ出版 ） 

⚫ 『まるごと』シリーズ 国際交流基金（三修社） 

⚫ 『わかって使える日本語』名古屋 YWCA 教材作成グループ（スリーエーネットワーク） 

⚫ 『できる日本語準拠 たのしい読みもの 55 初級＆初中級』できる日本語教材開発プロジェクト（ア

ルク） 

⚫ 『THE GREAT JAPANESE 30 の物語 人物で学ぶ日本語』シリーズ 石川智他（くろしお出版） 

⚫ 『日本語総まとめ』シリーズ（アスク） 

⚫ 『新完全マスター』シリーズ（スリーエーネットワーク） 

⚫ 『文化初級日本語 2 』文化外国語専門学校（凡人社） 

⚫ 『We read, write, speak Japanese』Volume 2   Strugova, Sheftelevich. Moscow, 2004 

（Читаем, пишем, говорим по-японски. Том 2 Москва, 2004） 

 

学校教育以外 

⚫ 『みえこさんの日本語』シリーズ（三重県国際交流財団（Mie International Exchange Foundation）） 

⚫ 『まるごと』シリーズ 国際交流基金（三修社） 

⚫ 『初級日本語』東京外国語大学留学生日本語教育センター（凡人社） 

⚫ 『BASIC KANJI BOOK VOL1、2』加納千恵子、清水百合、谷部弘子、石井恵理子（凡人社） 

⚫ 『毎日の聞きとり 50 日』上下 宮城幸枝、三井昭子他（凡人社） 

⚫ 『新日本語の中級』シリーズ 海外技術者研修協会(スリーエーネットワーク) 
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⚫ 『日本語初歩』国際交流基金日本語国際センター（凡人社） 

⚫ 『日本語能力試験対応 きらり☆日本語』シリーズ  齋藤美幸、 沼田宏、加藤早苗（凡人社） 

⚫ 『にほんごチャレンジ N4・N5 [かんじ]』唐澤和子、木上伴子、渋谷幹子（アスク） 

⚫ 『漢字たまご』嶋田和子監修（凡人社） 

⚫ 『漢字マスター』シリーズ アークアカデミー（三修社） 

⚫ 『新完全マスター』シリーズ （スリーエーネットワーク）  

⚫ 『日本語総まとめ』シリーズ （アスク） 

⚫ 『新・にほんご敬語トレーニング - 初級が終わったら始めよう』 金子広幸（アスク） 

⚫ 『テーマ別 中級から学ぶ日本語』〈三訂版〉松田浩志、亀田美保（研究社） 

⚫ 『日本語を楽しく読む本・ 初中級』産能短期大学日本語教育研究室（凡人社） 

⚫ 『初級からの日本語スピーチ』国際交流基金関西国際センター（凡人社） 

⚫ 『J.bridge for Beginners Vol.2』小山悟（凡人社） 

⚫ 『初級文型でできる にほんご発音アクティビティ』中川千恵子、中村則子（アスク） 

⚫ 『毎日の聞きとり 50 日』上 宮城幸枝、三井昭子他（凡人社） 

⚫ 『ペアで覚えるいろいろなことば』秋元美晴（武蔵野書院） 

⚫ 『文法が弱いあなたへ』 (初級から中級への橋渡しシリーズ 2)足立章子、金田智子、鈴木有香、武田聡

子（凡人社） 

⚫ 『絵入り日本語作文入門』C＆P 日本語教育・教材研究会（専門教育出版） 

⚫ 『日本語中級読解入門』富岡純子、島恭子（アルク） 

 

IT・視聴覚機材  

特になし。  

 

5.教師  

資格要件  

初等教育 

日本語教育の実施は確認されていない。 

 

中等教育 

日本語教育の実施は確認されていない。 

 

高等教育 

 特に定められていない。  

 

学校教育以外 

 特に定められていない。  
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日本語教師養成機関（プログラム）  

 日本語教師養成を行っている機関、プログラムは確認されていない。 

 

日本語のネイティブ教師（日本人教師）の雇用状況とその役割  

 ロシア・アルメニア大学 － 0 名 

エレバン国立大学 － ０名 

エレバン国立言語大学 － ０名 

 「ヒカリ」センター － ０名 

 「いろは」センター － 2 名  

 「クール・ランゲージ」センター － 0 名 

 「マンダリン・スクール」 － 0 名 

 

教師研修 

現職教師研修プログラム（一覧）  

 JF による日本語教師訪日研修がある。 

  

6.教師会  

日本語教育関係のネットワークの状況  

 アルメニア日本語教師会が 2012 年に結成された。 

  

最新動向  

 2016 年から毎年、アルメニア日本語教師会の主催で日本語弁論大会及び日本語能力試験（JLPT）が実施され

ている。  

教師会・学会一覧へ  

 

7.日本語教師派遣情報  

国際交流基金からの派遣 

日本語専門家  

 ブリューソフ国立大学 1 名  

 

国際協力機構（JICA）からの派遣  

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/gakkai/g_e_europe.html#ARMENIA
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/gakkai/g_e_europe.html#ARMENIA
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 JICA からの派遣は行われていない。 

その他からの派遣   

 （情報なし）  

 

8.シラバス・ガイドライン 

 初中等教育については、国家一般教育スタンダードにおいてカリキュラムが厳密に定められているが、日本語

独自のものはなく、英語と同じく「外国語」として扱われ、内容は CEFR に対応するものである。ただし、現在

改訂作業中である（2026 年まで）。大学はボローニャ・プロセスに準拠するが、初中等教育のような国家スタン

ダードは存在せず、国家資格参照枠（National Qualifications Framework: NQF）がその代わりとなる。カリキ

ュラムは大学が独自で定めるが、国家職業教育質保証センター (National Center for Professional Education 

Quality Assurance: ANQA)の認定を受ける必要がある。 

 

9.評価・試験 

 共通の評価基準や試験は確認されていない。 

 

10.日本語教育略史  

1992 年  エレバン人文大学で日本語専攻開設  

2009 年  ロシア・アルメニア大学が選択科目として日本語教育を開始  

2010 年  エレバン国立言語大学で選択科目として日本語教育を開始  

2012 年  エレバン人文大学が廃校  

2013 年  アルメニア・日本科学教育文化センター「ヒカリ」で日本語講座が開講  

2014 年  エレバン国立大学が第二外国語として日本語教育を開始 

ロシア・アルメニア大学の付属リツェイで日本語講座が開講 

アルメニア・日本教育・文化交流センター「いろは」で日本語講座が開講  

2015 年  シラク大学付属高校で日本語講座開設（2016 年 9 月よりシラク大学に移

行する形で継続）  

2016 年  ロシア・アルメニア大学が「さくらネットワーク」機関に認定  

2017 年 エレバン国立言語大学及びシラク大学での日本語講座が閉講 

2018 年 語学教育センター「クール・ランゲージ」センターで日本語講座が開講 
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エレバン国立言語大学がブリューソフ国立大学に改称 

2020 年 語学教育センター「インスパイア」で日本語講座が開講 

2021 年 ブリューソフ国立大学で日本語講座が再開 

2022 年 語学教育センター「インスパイア」で日本語講座が閉講 

2024 年 語学教育センター「マンダリン・スクール」で日本語講座が開講 

ブリューソフ国立大学で日本語専門課程が設置 

ブリューソフ国立大学が「さくらネットワーク」機関に認定 

 

 

情報更新についてのお願い  

この国の日本語教育に関する情報がありましたらお知らせくださるようお願いいたします。 

なお、内容の確認のため、こちらからご連絡する場合もあります。 

E メール：kunibetsu＠jpf.go.jp 

（メールを送る際は、全角＠マークを半角@マークに変更してください） 

 

 


